
 

未来ケアカレッジ ＡＩ介護福祉士筆記試験対策通信講座 学則 

 

（設置目的） 

第１条 本研修は、介護保険制度に基づく介護福祉士の資格取得を目的とする。 

    スクールを設置していない地域や離島などにも対応できるようＷＥＢによる指導を

行う。 

 

 （名称） 

第２条 本研修は 未来ケアカレッジ  ＡＩ介護福祉士筆記試験対策通信講座という。 

 

 （位置） 

   第３条 実施者は本社を愛知県名古屋市中村区椿町 21-2  に所在を置く。 

 

 （養成課程、修業年限） 

   第４条 本研修の課程、修業年限は次の表の通りとする。 

養成課程 修業年限 

通信課程 6 月 

               ※入学時期により、変動あり。 

 

 （入所時期） 

   第５条 入所時期は開校日とする。 

 

 （休業日等） 

   第６条 通信講座のため休業日は特に定めない。 

         

 （教育課程） 

   第７条 本研修の教育課程は、別表第１の通りとする。 

        

 （履修方法） 

   第８条 前条に規定する教育課程に基づき、テキストによる自宅学習（通信指導）とＷＥＢに

よる問題解答、および解説。メールによる質問の受付により行う 

       通信指導は、所定の提出期限までに課題等を提出し、添削指導を受けるものとする。 

  

 （入所資格） 

   第９条 入所資格は、下記のいずれかを満たす者とする。 

  介護の実務経験を有し、介護福祉士を目指している者 

        介護福祉士に必要な知識を身に付けるための努力を惜しまない者 

 

 （入所者の選考） 

   第１０条 受講希望者から提出された本研修所定の申込書の内容を総合的に判断し決定する。 

 

 （入所手続） 

   第１１条 本研修の入所手続は、次の通りとする。 



      （１）本研修の受講希望者は、当校のホームページより、必要事項を入力または本研修

指定の申込用紙に必要事項を記載の上、期日までに申し込みを行う。 

（２）受講が決定した者については、受講決定通知書を発行する。 

（３）受講決定者は、指定の期日までに受講料を納入する。 

（４）受講料の納入が確認でき次第、テキストの発送とＩＤ／パスワードの発行を行う 

 

 （休学、復学） 

   第１２条 受講生が疾病、その他やむを得ない事由によって、１か月以上ログインすることが

できない場合は、その事由を記した届を学校に提出する。 

 

 （退学） 

   第１３条 退学しようとする者は、その事由を記した届を提出する。 

 

 （学習の評価） 

   第１４条 通信指導の科目は添削課題、また模擬試験をもって評価を行う。模擬試験において

７０％以上を得点することで合格とみなす。 

 

（課程修了の認定方法） 

   第１５条 前条に挙げる合格基準をすべて満たした者に対し課程修了の認定を行う。 

 

 （受講料） 

   第１６条 本研修の受講料は 76,450 円とする。受講料の中には、消費税・テキスト代・メー

ルによる質問を含むものとする。 

なお、地域・時期等による受講料割引を行う場合は、ホームページまたは案内パン

フレットにて告知する。 

      ２．第１項に規定する受講料は、受講申込み後、所定の期日までに納付しなければなら

ない。 

    

 （受講料の返還）  

   第１７条 ＩＤ・パスワードの付与以降は開講したものとみなし、開講以降は、既に納入した

受講料は返還しない。ただし、特別の事由があると認められた場合は、全部又は一

部を返還する。 

    

 （受講の取消し） 

第１８条 次に該当する場合は、受講を取り消すことができる。 

（１）学習意欲が著しく欠け、終了の見込みがないと認められる者 

      （２）研修の秩序を乱し、その他受講者としての本分に反した者 

 

 （施行細則） 

    第１９条 この学則に必要な細則並びにこの学則に定めのない事項で必要があると認めら

れる場合は、本研修がこれを定める。 

 

附則 

１．この学則は、令和３年 ４月 １日から施行する。 



別表１（学則第７条関係） 

大分類   小分類 

科目名   科目名 

1 人間の尊厳と自立 
・ 人間の尊厳と自立の関連用語 

・ 制度等にみる人間の尊厳と自立 

2 人間関係とコミュニケーション ・ さまざまなコミュニケーションと相談支援における技法 

3 コミュニケーション技術 ・ 介護におけるチームのコミュニケーション・チームマネジメント 

4 社会の理解⑴社会福祉全般 

・ 社会福祉の理念 

・ 社会福祉法／社会福祉の財政 

・ 社会保障制度 

・ 社会保険 

・ 生活保護法／低所得者に関する法制度 

・ 専門職・専門機関 

・ 利用者の権利擁護に関するサービス 

・ 育児・介護休業法／「働き方改革」 

5 社会の理解⑵高齢福祉 

・ 高齢者関連のデータ 

・ 高齢者福祉の歴史とその概要 

・ 老人福祉法 

・ 介護保険法➀ 

・ 介護保険法➁ 

・ 高齢者虐待防止法 

6 社会の理解⑶障害者福祉 

・ 障害者基本計画／障害者福祉の歴史とその概要 

・ 障害者基本法／障害者の定義 

・ 障害者総合支援法➀ 

・ 障害者総合支援法➁ 

・ 障害者虐待防止法 

・ 難病法 

・ 
障害者雇用促進法／障害者差別解消法／バリアフリー法／その他の障害児者関連法制度／障害者

に関するマーク 

7 介護の基本 

・ 社会福祉及び介護福祉士法 

・ プライバシーの保護 

・ リスクマネジメント・緊急時の対応 

・ 身体拘束の禁止・虐待の対応 

・ 多職種連携と各専門職と介護サービスの役割 

・ 介護従事者の健康管理 

8 生活支援技術 

・ 生活支援 

・ 家庭生活 

・ 消費者保護 

・ 観察 

・ 移動の介護 

・ 身じたくの介護  



  

・ 食事の介護 

・ 入浴・清潔保持の介護 

・ 排泄の介護 

・ 家事 

・ 服薬・受診の介護 

・ 休息・睡眠の介護 

・ 人生の最終段階における介護 

・ 福祉用具の意義と活用 

9 介護過程 
・ 介護過程の意義と目的 

・ 介護過程の展開 

10 こころとからだのしくみ 

・ 医学関連データ 

・ 骨・筋肉のしくみと機能 

・ 脳のしくみと機能／神経系のしくみと機能 

・ 血液・循環器系のしくみと機能 

・ 感覚器系のしくみと機能 

・ 呼吸器系のしくみと機能 

・ 消化器系のしくみと機能 

・ 尿生成・排出系のしくみと機能 

・ 代謝・内分泌のしくみと機能 

・ 生活習慣病 

・ 感染症 

・ 呼吸器系・消化器系の疾患 

・ 代謝・腎臓・泌尿器系の疾患 

・ 血液・造血器系疾患 

・ 骨・関節の疾患 

・ 視聴覚疾患 

・ その他の疾患 

・ 精神疾患 

・ 健康増進・保健対策／医療関連法規等 

11 発達と老化の理解 

・ 人間の成長と発達の基礎的理解 

・ 欲求と適応 

・ 老年期の特徴 

12 認知症の理解 

・ 医学的側面から見た認知症の基礎 

・ 認知症の中核症状と行動・心理症状（BPSD) 

・ 認知症がある人と家族への支援 

13 障害の理解 

・ 障害の概念 

・ 視覚障害・聴覚障害・言語障害の理解 

・ 肢体不自由の理解 

・ 内部障害の理解 

・ 脳血管障害後遺症の理解 

・ 高次脳機能障害・精神障害・知的障害・発達障害の理解 



・ 難病の理解 

・ 障害受容 

・ 当事者活動／連携と協働 

14 医療的ケア 

・ 医療的ケア実施の基礎／清潔保持と感染予防 

・ 喀痰吸引（基礎的知識・実施手順） 

・ 経管栄養（基礎的知識・実施手順） 

    ・ 復習期間 

 

 


